
教育課程編成・実施の方針 

 

【学部】 

 

大同大学は、学位授与の方針を達成するため、以下の方針に基づき教育課程を編成し実施する。 

 

1.教育課程編成の基本原理 

教育課程は、規定の修業年限を通じた一貫した学士課程教育として編成する。 

 

2.標準教育プログラムと教育課程編成 

大学並びに教養部及び各学部、学科等は、学位授与の方針に即して標準教育プログラム（学位

授与の方針に基づき教育内容の骨子を定めたもの）を適切に定めた上で、学修の達成に必要

な授業科目を順次的・体系的に配置するとともに、授業科目ごとに学修内容及び学修到達目

標を適切に定める。その際、学生の主体的な学びを引き出す学修内容等について配慮するも

のとする。また、学生が適切に授業科目を履修できるよう履修モデルを作成する。 

 

3.教育課程の適切性の保証 

大学並びに教養部及び各学部、学科等は、教育課程の適切性を担保するため、学位授与の方針

と各授業科目との関係性を示すカリキュラムマップ及び各授業科目の順次性・体系性を示す

カリキュラムフローチャートを作成するとともに、それらを学生に周知する。 

 

4.単位制度の実質化に向けた組織的取組 

大学並びに教養部及び各学部、学科等は、単位制度を実質化し、学位授与の方針をより高いレ

ベルで達成できるよう、授業回数の確保やキャップ制の導入などの制度的対応をとるととも

に、適切な履修指導及び学修指導を行う。 

 

5.シラバスの充実 

大学並びに教養部及び各学部、学科等並びに授業科目担当者は、シラバスを通じて、授業科目

の、(1)学位授与の方針に対する貢献度、(2)学修内容、(3)学修到達目標、(4)成績評価の方法・

基準、(5)準備学習・事後学習の内容、などを学生に明確に伝える。 

 

6.厳格な成績評価の組織的取組 

大学並びに教養部及び各学部、学科等は、各授業科目担当者が、明確化された学修到達目標と

成績評価方法・基準に基づき厳格な成績評価を行うように組織的に取り組むとともに、学修

到達目標や成績評価方法・基準についての教員間の共通理解を形成する。 

 

以上 


